第34回L-band RF Gun開発G打ち合わせ

日程：2011年10月11日（火曜）

時間：13時30分より

接続：WEBEX＋MCU2

出席者：早野、倉本、高富、渡辺（KEK）、磯山、川瀬、加藤（阪大）、増元、栗木（広島）

○阪大川瀬氏より阪大LバンドRF電子銃製作の現状について報告があった。

10/3-5にKEK-STFにて周波数調整を行った。カソード側、出口側を外側に引く方向でチューニングをおこなった。現状では周波数は1299.975MHz、フィールドバランスはおよそ1:1である。調整代を考え、目標である1300.16に近づけるべく明日から作業を再開する。

早野：ダミープラグは使用したのか？

川瀬：ダミープラグを装着して周波数を測定している。ダミープラグを挿入するとわずかに下がる。

○広島大栗木より９月に行ったフェルミ空洞のコンディショニングの報告があった。

50 – 1000 usまでのパルス幅コンディショニングを進め、最終的に1000usで4.0MW入力を達成した。パルス幅1000 usでダークカレントの測定を行った。Fowler-Nordheimの式を用いてベータを算出すると176となり昨年、今春と比較するとコンディショニングが進んで小さくなってきている。ダークカレント測定結果から40 MV/mで運転した場合のダークカレントを算出すると、150 uA程度であると考えられる。

C：現状ではプロセス時に真空度1e-07 Pa台であり、さらに改善されている。

Q：なぜダークカレントがパルス内で変化するのか？

A：入力パワーの変化が原因だと思う。波形を拡大するとPf、Pbのパワーの変化と対応している。

A：空洞にRFが入り始めると、温度が変化し、共振周波数を通過してまた逆側に周波数がずれていくような振る舞いをしている。共振周波数ではRFパワー、そして電場が大きくなるので、ダークカレントもそれにしたがい変化していると思われる。

○KEK早野氏より今後のSTFの予定について報告があった。

今週いっぱいでRF電子銃(FNAL空洞）のプロセス終了。その後導波管を外し、トンネルに2K冷凍器を設置する作業にはいる。これに２ヶ月ほどかかる。その後復帰のためのRFプロセス、フォトカソードをつけてのビームだしに移行する。

Q：最初はカソードなし、その後ありでエージングをする予定か？

A：最初に裸のカソードブロックで、その後Cs2Teを蒸着してエージングを行う。

Q：阪大の空洞の試験する時間はない？

A：冷却水の復帰が遅れたため時間的に余裕がない。

C：量子ビームのビームタイムが終わるまで何もできないというのは困る。

次回会合は11月15日（火）午前10時から。

文責　栗木　

